
どんな研究？ どこが凄い？ どんな風に役立つ？ 

関連文献 

連 絡 先 

Title: Advanced techniques for spontaneous speech recognition 

会話中のあなたの話、何でも聞いて理解します 
～話し言葉音声認識のための高度な学習、適応、正規化技術～ 

現在、携帯電話やスマートフォン
を用いた音声検索や音声翻訳等が
普及しつつありますが、現行では
単語や定型句等の音声発話を認識
するに留まっています。本展示で
は、会議や雑談等における、くだ
けた話し言葉音声の高精度な認識
方法について紹介いたします。 

話し言葉の高精度な認識には、音
声特徴の正規化（揺らぎの軽減）、
音声と言語のモデル学習、個人の
音声や話題への適応が必要不可欠
です。本技術では、高度な学習理
論に基づきこれらを構成し、世界
でも稀にみる高精度な話し言葉音
声認識を実現しました。 

本技術を用いることにより、会議
における議事録の自動生成、映像
コンテンツに対する実時間自動字
幕作成等が実現されます。また、
スマートフォンの音声アプリケー
ションにおいても定型句ではなく、
話し言葉による、より自然で複雑
な情報入力が可能となります。 
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正規化技術 

くだけた話し方のため音声特徴の 
ばらつきが大きくなる 

→ 音声特徴のばらつきを軽減 

音声の特徴空間 

バラバラ… 

正規化された 
特徴空間 

すっきり!! 

正規化 

適応技術 

声の特徴や、話し方は人それぞれ 
話題もその時々で様々 

→ 個人の声の特徴や、話題に 
  対する適応化、変化の追随 

誤りが少なくなるよう音声、言語の 
モデルの高度な学習が必要 

→ 誤りを訂正し、自ら賢く 
  なるよう反復学習 

いやーホント 
難しいですよねぇ。 

会話シーン分析技術に導入した最先端の音声認識技術をピックアップしてご紹介 
会議や雑談における、くだけた話し言葉音声を高精度に認識！！ 

話し言葉音声認識システム 

えーとですね、 
話し言葉の音声認
識はなかなか難し
い問題でして… 

んーと、何がどう難
しいんです？ 

Aさん 
「えーとですね、話し言葉の音声認識は 
 なかなか難しい問題でして…」 
Bさん 
「いやーホント難しいですよねぇ。」 
Cさん 
「んーと、何がどう難しいんです？」 
Dさん 
「そもそもポイントはどの辺り？」 
 

 
 

認識 
結果 

(1) 個人の声の特徴に適応 

(2) 話題に適応、変化を追随 

話し言葉 
音声認識 

そもそもポイントは 
どの辺り？ 

学習技術 

多くの場合あーのー
聴覚的フィードバッ
クつまりいーシス
テムかわ返ってくる
音声というのはあー
ま母語話者のター
ゲットとなる温泉が
殆どなんだと思う
んですけども

(1) 声を聞いて (2) 認識して 

(3) 添削して 
(4) 同じ間違いを 
しないよう再学習 

趣味の 
話題 

食物の 
話題 

旅行の 
話題 

適応、追随処理 

言語モデル 

不特定話者の 
音響モデル 

多くの場合あーのー
聴覚的フィードバッ
クつまりいーシス
テムかわ返ってくる
音声というのはあー
ま母語話者のター
ゲットとなる温泉が
殆どなんだと思う
んですけども

から

音声
脱落

Aさんの 
音響モデル 

適応処理 

Ａさんの音声データ 

[1] 
 
 
[2] 
 


	スライド番号 1

